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事業所における自己評価総括表
事業所名 LITALICOジュニア西宮教室 児童発達支援

事業者向け自己評価表作成日 2026年3月2日 (月)

自己評価総括の担当者 橋本・酒井・川口

実施期間 有効回答数(回答者数) 有効回答数(対象者数)

保護者評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 59 63

従業員評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 7 13

各評価を受けて事業所内で分析した強みと弱み

事業所の強み（※）だと思われること 
※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所の弱み（※）だと思われること 
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・座談会やペアレントトレーニング等の実施で、知識の共有や
現在のお悩みついて一緒に検討する機会や、保護者間でコミュ
ニケーションを取るきっかけの場を作ることができていること
が強み
・お子さまの様子を分かりやすく説明し、保護者の心配や疑問
に対して相談支援ができている
・お子さまに合わせた個別支援計画の作成ができている

・清掃や衛生面
・部屋の狭さ
・お子さまの様子を個別支援計画に沿った内容でお伝えするこ
と

▼ ▼
過去の取り組みや課題の振り返り

工夫していることや意識的に行っている取組等 事業所として考えている課題の要因等

・放課後等デイサービスへの繰り上がりが難しい状況が続いて
いるため、就学座談会やサポートブック座談会等で移行支援の
実施を行っている
・家族支援面談について保護者への周知を行い、お悩みがあ
がった際には積極的にご提案している
・お子さまの様子や、保護者から見たお子さまの様子をヒアリ
ングし、その時々の悩みを個別支援計画に反映するよう努めて
いる

・施設の物理的な環境（部屋の配置や広さ等）に起因し、利用
者全体を対象とした大規模な活動機会の設定が困難である
・お子さまの人数に合わせて支援を提供する部屋を調整できて
いない可能性がある
・清掃担当者や、日によってもばらつきが見られる可能性があ
る
・フィードバック時にお子さまの様子は共有ができているが、
個別支援計画に沿ってお伝えできていない、またはフィード
バック機会が少ない可能性がある

▼ ▼
さらなる充実と改善への取り組み

さらに充実を図るための取組等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・就学座談会やサポートブック座談会後にアンケートを行い、
内容の向上や実施頻度の見直しを行っていく
・来所時や降所時等、日ごろからお子さまや保護者とのコミュ
ニケーションの機会を作り、相談しやすい関係を構築していく
・個別支援計画の作成の際に、様々な情報を元に作成ができる
よう、教室内での情報共有に努めていく

・お子さまの人数に合わせて、支援を提供する部屋を都度検討
する
・担当者が異なる場合でも清潔な教室を保てるよう、清掃フ
ローを確立させる
・フィードバックにてお子さまの様子とともに、個別支援計画
に沿って現在の目標の進捗をお伝えする
・フィードバックの機会を増やしていけるよう検討する


